
 

 

 

  

 

 

 

カラー版は『http://www.toyonaka-osa.ed.jp/cms/shonai-n/』でご覧ください。 

本校の学校教育を考えるアンケートにご協力ありがとうございました。今年度の回答率 

は 82％でした。集計結果やご意見(ご感想)については、教職員間で共有し総括しました。 

今後の学校教育に活かしていきたいと思います。中には、励ましのメッセージや温かいお 

言葉をくださった方もおられました。大変心強く励みになります。これからも教職員一同 

力を合わせて頑張っていきますので、引き続きご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年（2024年）１月２２日発行       校長 西口肇子     

学校教育目標「豊かな心と 確かな学力 つながりあう学校」 No.17 
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子どもは楽しく学校に通っている

学校は教育方針や学校生活の様子を通信やHPでわかりやすく伝えようとしている

学校はいじめや暴力など、子どもが困っていることにはきちんと対応している

学校はいのちや人権を大切にする心を育てようとしている

学校は一人ひとりの多様性を尊重し、『ともに学びともに育つ教育』に取り組んでいる

学校は社会や学校のルールを守る態度を育てようとしている

学校はタブレットなどのICTを活用し、情報活用能力を育成しようとしている

学校は基礎学力の定着と学力向上の取り組みをすすめようとしている

学校は安心安全な学校づくりに努めている

学校では子どもや保護者に関する個人情報が保護されている

学校は保護者の相談を受け止め適切に対応している

学校教育自己診断(保護者向けアンケート)結果

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない

    

  

下のグラフからわかるように「そう思う」「どちらかといえばそう思う」を合わせた  

『肯定的回答』が全ての項目で 80％を超えました。特に、 

『教育方針や学校生活の様子を通信や HP でわかりやすく伝えようとしている』 

『タブレットなどの ICT を活用し情報活用能力を育成しようとしている』 

の項目では、90％超えでした。この割合は来年度も維持していきたいと思います。 

一方で、課題としてとらえなければいけないこととして、 

『いじめや仲間外れなど、子どもが困っていることにきちんと対応している』  

『基礎学力の定着と学力向上の取り組みをすすめようとしている』  

『いのちや人権を大切にする心を育てようとしている』 

の項目で、「わからない」や「どちらかといえばそう思わない」の回答が多かったと  

いうことがあります。来年度は、学校や学年、学級の「人権教育」や「学力向上」の  

取り組みについて、保護者の皆様に伝わるよう、もっともっと積極的に発信していこ 

うと思っています。 

 

http://www.toyonaka-osa.ed.jp/cms/shonai-n/

